
 
 

  
 この春、市内に新しい施設がいくつか開設しました。もちろん、財政難の折に“なんでもかんで
も”建設しているわけではありません。何が必要かの優先度を熟議し、国の補助金なども活用して
経費についても掘り下げ、オープンに至った施設です。ではピックアップしてご紹介します。 
 
 
■防災センター 
 4月1日、伊丹市の防災拠点として「伊丹市防災センター（伊丹市役所東館）」が運用開始しました。 場所

は市役所の東隣。元図書館の建物を改修しています。 

 １Ｆは、備蓄倉庫と各種展示。災害時は市民窓口などに。 ２Ｆ・３Ｆは、市の危機管理室や会議室など。災

害時は災害対策本部や対策室に。 他にも、エフエムいたみのサテライトスタジオ・防災通信機器なども。 
 

 平時は防災学習や研修を実施 し、災害時はセンターをフル活用して対応にあたります。  

 建物改修費は、国の補助金を活用しています。国の補助金メニューに左右されるのは本末転倒ですが、

上手く活用するのは賢明な選択だと考えます。 

 センターを活用し、今後いっそう市民の防災減災に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 
 
■神津こども園 
  
 4月1日「伊丹市立神津こども園」が開園しました。ここは、これまでの「市立神津幼稚園」と
「市立神津保育所」を一体的に運営する“市立の認定こども園”。 
 “認定こども園”とは、幼稚園と保育所の機能を一体化させた施設で、保護者の就労の有無等に
かかわらず、幼児教育と保育が受けられます。私はこの考え方に共感しており、伊丹でも“こども
園”を進めたいと考えています。 
 
 これまで、伊丹市では就学前の子どもの施設のあり方について、紆余曲折を経てきました。 
 公立保育所民営化の案が出たが、より良い方法があると白紙に戻し、認定こども園を整備するこ
とにしたが課題も多く・・・晴れて神津こども園（伊丹での公立こども園第一号）がオープンでき
たのは嬉しい限り。感慨もひとしおです。 
 4月に156名が神津こども園の園児になりました。これからが本番です。良い園になるよう私も尽
力するつもりです。 
 
 しかし伊丹の就学前の子どもの施設については、未だ課題も多く（保育所の待機児童・幼稚園の
園児数減少など）、いまだ道半ばです。伊丹にとってベストなあり方を模索し充実させるべく力を
尽くします。Ｈ25年度には正式な議論の場もリスタート。伊丹を子育てしやすい街に！ 
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政策議論が繰り広げられたように感じます。これは一定意義があったかと。
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した。
 

 

 

 

 

 
 

 

ため二の足を踏んでいました。

ことで、議論の末に購入の運びとなりました。
 

 

んも足を運んでいただき、素晴らしい星空と館の暖かいおもてなしをお楽しみください。

 

新しい施設がオープン！ 

 

に

た。感激です。
 

 

画・・・意外に議会の会派の話も盛り上がったり。

としたご経験があるらしく、様々な対策案が出ました。「もっと厳しくすべきだ」という北風論、「良心に訴えた

い」という太陽論が出て盛り上がりました。私は両方で取り組んでいければと思います。
 

 

いただいたお声は、必ず市政に反映させてまいります。

議室１にて開催

サワコの茶話会

防災関連グッズ展示 災害対策本部 

部屋の様子 ２階のウッドデッキ ２階から園庭を臨む 

看板前にて 


